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絵図の風景

指定文化財公開 「国絵図の公開展」で考えたこと

西川卓志 (当館館長)

1。 はじめに

西暦2000年の本年、郷土資料館では所蔵する絵図を、夏季特別展で開陳する。近代的な

測量図ではないが、時々の要請を満たすかたちで描かれた絵図には、西宮各地の様子が視

覚化されている。そこには、西官の原風景がある。当館が保管するいくつかの絵図のなか

に、「慶長十年摂津国絵図」(西宮市指定文化財)が ある。種々の議論があるものの、江戸

時代初期の摂津国を概観できる貴重な資料であることに変わりはない。表装したことも

あって一辺約3mの 大図になり、資料保存の問題も考慮すると、実物そのものの頻繁な熟

覧は困難になった。当館職員も日常的に広げることは難しく、年に
一回 「文化の日」に、

保存状態の確認とともに、一般公開を行っている。毎年、観覧者への説明かたがたこの絵

図を見つめていると、いくつかのことに気づく。地図学 (史)に は門外漢ではあるが、郷

土史にまつわる史料という観点から、気づいたことをまとめたい。

2。 国絵図の編纂

江戸時代前期、幕府は統治者として各種の重要な事業に、つぎつぎと着手した。地図編

纂事業もそのひとつである。慶長9年 (1604)には、国絵図と郷帳の作成を指示した。支

配者としては、国土の基本図と国土土地台帳を完備することが急務だったのであろう。総

奉行を西尾吉次と津田秀政、補佐役を牧長勝
。大塚忠次とし、慶長10年から12年にかけて

完成している。幕府側では諸国大名に自国領土図を差し出させ、大名側では恭順の意を表

すという、儀礼的な行事であったという意見もある。国絵図は江戸時代中に慶長
・正保 ・

元禄 。天保期と4回作成され、その都度編集方針を幕府が指示し、改訂にかかったらしい。



慶長図においても簡潔ではあるが、作図上の留意点があった。図は国郡図として仕立て、

村形の描法、村高、各郡の田畑数や村数の表示法、道や山川の着色法も指示があったよう

である。絵図 ・郷帳ともに3通作成された。この基本原則と現存する慶長期あ図幅を比較

して、描法が絵画的で樹木 。岩などに墨絵的な技法が見られ、全体に絵画的な表現が強い

というのが、研究者の方々がもたれる印象のようである。

3.絵 図の情報

本図記載の諸情報では、村名 ・石高を記した文字情報部分を八木哲浩氏が詳細に分析し

公表されているものが研究の端緒で、近年では国絵図を総括的に取り上げられた川村博忠

氏や、「図幅」としての研究では、儀永和貴氏の研究が、国絵図それぞれの比較を含めた

精級なものである。これらの成果から、本図がもつ情報の歴史性が明らかになった。一般

的に、絵図に描きこまれた風景は近代的な測量の成果ではない。わずかな例外を除くと、

個人の主観が絵になったにすぎないと、絵画部分の吟味はあまり行われてこなかった。近

年、絵画史料の見直しがすすみ、描かれた絵の再吟味が盛んである。本図の山並みも、単

に美しく描かれたものではなく、各地点それぞれでその場からの山容を写したものである

可能性も、以前から指摘されていた。本図を詳細に吟味された儀永氏からも、山並みのみ

に限らず 「図」そのものにも検討すると興味深い点がいくつかある旨、ご教授をいただい

た。

年 1回の公開時に西宮市とその周辺を注視していると、先述した大仰な国絵図制作の歴

史的経緯とは別に、ささやかな郷土史にまつわる疑間が浮かぶ。ここでは、絵画として凝

縮された情報をあてにしながら、それらについて述べてみたい。

4.描 かれる世界

国絵図南側には、ひろびろと広がる大阪湾が描かれる。煩雑な埋立地がないため、海岸

線は素直で美しい。武庫川流末あたりでは永年の堆積作用の結果、砂堆が大きく南側へ拡

大している。だが、本図では少し様子が違う。いまは武庫川本流末の東西が、左右対称に

大規模に南側へ拡張しているが、この絵図では武庫川と枝川間の海岸線が南方へ突出して

尖って描かれる。現武庫川本流末とおぼしき部分は後退して描かれ、現在の地図を見慣れ

ている日にはやや奇異に映る。たんなる絵師の勘違いとしてしまうことも可能であるが、

本図の性格から安易に、そう断定するのも軽率であろう。

まず、摂津国を描写した国絵図として知られる正保図と比較してみよう。正保期の摂津

国絵図は正保元年 (1644)、慶長図から約40年後に製作されたと考えられ、筆者も竹田市
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立図書館蔵のものを実見したことがある。慶長図とはやや様相が異なるが、正保図も現在

の武庫川本流末のように、砂堆部分が面的に大きく南へ拡大した風景ではない。尼崎市側

を描いた部分では、尼崎城南側をあらう海岸線がそのまま大きく湾入している。この正保

図から約100年後に描かれた 「延享4年 (1747)尼崎領絵図」(岡本家文書)で は武庫川 ・

枝川流末は写実的に描かれるが、現尼崎市側に入り込んだ海岸線が程度の差はあるものの

正保図と同様に描かれる。これら若干の絵図を通覧すると、慶長国絵図に描かれたように、

武庫川流末の様子は今とはまったく異なっていたと考えざるをえない。16世紀代～17世紀

にかけて武庫川の閉め切りが完了すると、それまで中流域で周囲に放出していた土砂を、

河口まで押し流し始めた。みるみる河回の砂堆は広がり様子が変わっていく。さらに、こ

の武庫川流末と枝川流末の間は、周知のように江戸時代に新田開発が盛んであった場所で

もある。自然の堆積作用に新田開発という人為が加わって、江戸期には激しく風景が変化

していった。『西宮市史』第2巻付図 「武庫川下流の開拓地」や明治期の陸地測量部図を

みると、江戸期以前の開発ラインは現海岸線より大きく後退していた可能性を考えること

ができ、その形状は慶長国絵図の海岸線と酷似する。今の目には奇異に映る国絵図の海岸

線ではあるが、実はかなり古い時期の海岸線を忠実に表現しているのかもしれない。

いまひとつ、慶長図に描き込まれている情報で興味深いのが 「樹木」である。先述の国

絵図作成の経緯からはあまり必然性を感じない情報であるが、描き込まれているものがい

くつか目に付く。松が断然多い。この状況は正保国図でも同じで、意図の有無はさておい

て、図中の山間部や海岸部に樹影が散見される。由緒いわれのある古木の話はいまでも時

折耳にするが、国絵図の中では阪神間が目立つ。別表 (5ページ)は 、江戸時代、いろい

ろな地域を紹介した図会物として特に著名な 『摂津名所図会』(寛政10年 1798)か ら、西

宮周辺の豊島郡 。河辺郡 ・武庫郡 ・菟原郡 ・八部郡域で、特に注釈付きで掲げられた樹木

の一覧である。社寺境内地の名木を除いてもかなりの数が知られていた。国絵図と名所図

会編纂の時間差を考えても、かなりの名木が国絵図編纂当時にも知られていたであろうと、

推測させる。すべての樹木が同じ性格とは限らないが、どういう理由で選択して記載され

たものなのか興味が尽きない。摂津名所図会編纂時には残念ながら現物がなく伝承だけに

なっていた 「鳴尾の孤松」については、井阪康二氏の卓見がある。鳴尾沖の沿岸潮流の大

きな変換点の日印、航路標識的な性格があったのではないかとするものである。夜間の標

識は、点灯する灯台や常夜灯でなければ役にたたないが、昼間陸地にそって航行する船に

とっては、大型の樹木はよき日印になったはずである。江戸時代に活躍した大型船が就航



していない慶長期にあって、掲載の樹木にそれほどの役目があったかどうかはよくわから

ないが、摂津名所図会に名を連ねる名木のなかには、たんに伝承を今にとどめる縁という

のではなく、かなり実用的な意味のあるものがあったのではないかと推測しだくなる。

5。 ま とめ

毎年11月3日に実施している指定文化財公開展には、100人を越える見学者が訪れる。

日頃展示できない 「慶長国絵図」を展示し、随時質問に答えるために館員が立ち会う。展

示資料としての絵図の威力はすごい。付属で2、 3点の村絵図も展示しているが、とくだ

ん詳細な解説がなくとも、観覧者はくいいるように絵図を見つめ、その場所からしばし動

かない。お話を伺うと、見知った地名が見られるだけでも興味が倍増するという。描かれ

た町割りが今と変わらない場合は、さらに引き込まれる。頭のなかでは、ご自分の生活空

間と描かれた歴史が理屈抜きで重なる。この点で絵図は展示資料の王者である。熱心な観

覧者につられて絵図を見ていて気がついたことを、列挙してみた。村名や河川の場所も今

とあまり変わらないため漫然と眺めていても、ただ美しいと思うだけであるが、やはり

400年近くの時間が経っているのか、上述したように海岸線は随分変貌をとげているよう

である。当然のことではあるが、海岸線ひとつ取ってみても適当に引かれたものではない

のは充分に承知しているが、収載されている絵情報の確実性にやや驚かされた。また、選

択的に描かれた樹木の掲載の理由とその役割については興味の尽きないところであるが、

今回は結論を得るには至らなかった。また、本年も絵図を見ながら考えてみたい。慶長国

絵図には、描き込まれていてまだ気づかれていない情報があるのかもしれない。本年もま

た展示する。皆様、いちどご観覧下さい。

(補記)な お、この慶長国絵図は平成12年3月に兵庫県指定重要文化財に指定されました。
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摂津名所図会所収の樹木 (豊島・

郡    名 称

豊島郡   三 鈷松

豊島郡   絹 繁松

豊島郡   兼 好松

河辺郡   猪 名小笹

河辺郡   浮 光坊紅葉

河辺郡   藤

河辺郡   昔 松

河辺郡   尼 崎屋松

河辺郡   古 梅

河辺 。武庫 ・菟原 ・八部各郡)

よみ

さんこのまつ

きぬかけのまつ

けんこうまつ

いなのおざさ

ふこうぼうもみじ

ふじ

むかしまつ

あまがさきやまつ

こばい

武庫郡   岡 本梅花見図        お かもとうめはなみのず

武庫郡   鳴 尾一ツ松        な るおひとつまつ

武庫郡   角 松原           つ ぬのまつばら

菟原郡   踊 松           お どりのまつ

菟原郡   潮 見松           し おみのまつ

菟原郡   兼 手松           か ねてのまつ

菟原郡   長 尾松           な がおまつ

菟原郡   御 影社           み かげのもり

菟原郡   余 波松           な ごりのまつ

菟原郡   法 然松           ほ うねんまつ

菟原郡   熊 内牡丹          く もちのぼたん

人部郡   腹 梅            え びらのうめ

人部郡   敦 盛萩           あ つもりのはぎ

八部郡   和 田笠松          わ だのかさまつ

人部郡   影 向松           よ うごうのまつ

人部郡   匂 梅           に おいのうめ

人部郡   源 氏松           げ んじまつ

人部郡   菅 神飛松          か んじんとびまつ

人部郡   駒 留松           こ まどめのまつ

人部郡   衣 かけ松          き ぬかけのまつ

人部郡   磯 り1松           そ なれまつ

人部郡   月 見松           つ きみのまつ

人部郡   草 賊松           ぬ すびとまつ

人部郡   因 幡遠山松         い なばとおやままつ

人部郡   鐘 懸松           か ねかけのまつ

八部郡   重 衝松           し げひらまつ

人部郡   敏 木桜           わ かきのさくら

*単独の樹木を中心にし、樹林を形成しているものは省きました。 (2000年3月9日)

寄贈資料一覧 (平成10年4月～平成12年3月、敬称略)

民俗資料4点 (井上香)、戦時生活資料19点 (黒川イク)、民俗資料507点 (吉川艶子)、民

俗資料12点 (栗崎力太郎)、戦時生活資料 1点 (大森品子)、民俗資料801点 (上田順男)、

民俗資料 1点 (谷野武信)、民俗資料2点 (白鹿記念酒造博物館)、民俗資料H点 (北綾野)、

民俗資料15点 (小西マス子)、戦時生活資料83点 (中井励作)、戦時生活資料12点 (福田信

行)、民俗資料 3点 (中村参治)、教育史資料53点 (池谷正美)、民俗資料 ・教育史資料196

点 (南波荘八)、民俗資料 1点 (塚本邦夫)、民俗資料17点 (吉井みつ子)



パーソナルコンピュータの導入と、

たる経過

合田茂伸 (当館学芸員)

LAN・ インターネット利用にい

1999年4月、西宮市立郷土資料館では、インタ
ーネット上に 「西宮市立郷土資料館 on

The Web」 というサイトを開設した。URLは httpノ/www.nislli.or.jp/～kyodo/である。

サイトは、展示室、収蔵庫、書庫、文化財、 トビツクスなどからなっていて、順次内容を

増強している。ところで、ウエブサイトの開設は館内情報のデジタ
ル=ア ーカイヴ化が前

提となることは、ここであらためてのべるまでもない。そこで、イ
ンターネット上にデ

ヴューしたことを機会に、おぼえとして当館の情報デジタル化の経過をここにまとめてお

くことにする。デジタル化では後発といえる地方の小規模館の実例として小文をお
よみい

ただければさいわいである。

当館は、1985年7月に開館した。開館時、教育委員会教育資料室、同文化課など
で個別

に収集された教育史、民具その他の資料約30000点を収蔵し、中学生以上を仮想観覧者
と

して、西宮地方の通史を展示する常設展をもうけ、1年 1度の大規模とはいえな
い特別展、

講演会、それぞれことなる年齢層をタ
ーゲットにした何種類かの講座などを開催してきた

博物館類似施設である。開館当時には、コンピュ
ータは1台もなく、1986年、最初の特別

展のラベル作製のために職員がもちこんだパ
ーソナルワープロ (NEC文豪ミニ7)が 唯

一

であった。のち、ワープロは備品として購入されたが芸術文化担当係との共用であ
った。

このワープロは、あまりつかわれることはなかった。その後1989年、同係が顧客管理用と

してラツプトツプパソコン (東芝J3100GX、MS DOS3.1)を リース導入し、共用、当館

ではもっぱら顧客管理とワ
ープロとして使用していた。同年、学芸員2名はノ

ートパソコ

ンを購入し自分のデスク上で使用をはじめている。共用機との互換性を確保する
ために、

J-3100シリ
ーズであつた。ただ、当時、共用機が他の業務係との共用であり、個々人がそ

れぞれパソコンを使用していたため、デ
ータの共有や、ネットワーク化はまったく考慮の

外であって、フロツピ
ーディスクをやりとりする程度のデ

ータ交換であった。1994年リ
ー

スぎれにともない新機種を導入したが、当時、文書収集担当が併設され、この担当が
ほぼ

専用する形での使用を前提に器種を選定することになった。それまでのワ
ープロファイル

(ジャストシステム社 一太郎)、顧客デ
ータベース (以下D.B.)(ロータス社 123)の 互換

6



性確保や、当時パソコンの標準となりはじめたDOS/v機 に使用でき、各地の文書館や博

物館で実績のあるD.B.ソ フト (管理工学社 桐 )を 古文書整理に使用することなどの条

件から、やはり東芝製のデスクトップ機 (PV486DX、 日英MS―DOS5.0、MS―Windows3.1)

の選定となった。この時点でも、この古文書のD.B.は パソコン上で作成されていったが、

分類検索項目の標準化がなしえず、ファイルが家ごとに分割されるなど、完全なデジタル

D.B.に は、ならなかった。1995年、兵庫県南部地震後の文化財保護業務にノートパソコ

ン内の簡単な文化財 D.B.が 、データ処理、問い合わせへの回答などに威力を発揮した。

1998年、学芸員のノートパソコン2台 は、価格が下がりDOSデ ィスクとのデータ互換性

をたかめたApple社 製の一体型デスクトップ機 (Performaシリーズ)に いれかわり、相互

のデータと1台 のプリンタを共有するネットワークを構築した。そのころすでに西宮市情

報センターではパソコン通信 「情報倉庫にしのみや」を開設し、無料のネットワークとし

てすでに4000人程度の会員を有していた。郷土資料館名でのIDの 発行をうけ、専用ボー

ドを開設してもらってそこに館情報の発信をはじめた。ただ、このボードヘのかきこみは、

学芸員の自宅のパソコンからの接続によるもので、組織として器機を準備できたわけでは

なかった。ついで、西宮市情報センターでは、ウェブサイトを開設し、西宮市の様々な情

報をそこで提供しはじめた。同センターとの情報交換のなかで、同サイト上に郷土資料館

ページ開設が可能であることがわかり、同サイトの大幅改装を機に、1998年7月、資料館

トップページと行事予定表を掲載しただけの暫定版ウェブサイトを公開したさこのときに

は、学芸員のパソコン上で作製した htmlフ ァイルをフロッピーディスクによってはこん

だ。そのころ、館の収蔵資料目録第二冊 (民俗資料)の 原稿作成にあたり、以後デジタル

D.B。として活用することを前提として、パソコン上に、すでにあるペーパー資料カード

の移植 (クラリス社ファイルメーカープロ)を おこなった。パソコンは、学芸員がもちこん

だ Apple社 製の中古機 (LC630-OS7.6)である。この DB構 築は、実際に移植をおこなっ

た民俗学担当非常勤学芸員に非常に好評で、かつ、他のパソコン2台 とネットワーク化し

て、 3台 のパソコンでファイルを共有する有用性、利便性を館員に認識させた点で、画期

的であったといえる。1999年 3月 リース切れによってパソコンの新機種導入にあたり、

DOS/V― Windows98ベ ースのマシンにするか、Apple tt Macintoshにするかで、議論が

あった。西宮市役所が全庁 DOS/V― Windows(日 立社)化 してゆく途上にあったため、そ

れらの導入も視野にいれたが、 1.ネ ットワークの管理が容易であること、 2.学 芸員が

操作になれていること、の 2つ の理由から、Macintosh機 を導入することにした。導入を



機に、館内にイーサネットワークを配線し、学芸員作業室、事務室、会議室 (集会行事を

おこなう)、展示室の4箇所に端子をもうけた。リ
ース機をサーバとして、D.B。はじめ、

学芸員が業務上で作製する文書すべてをこれに蓄積し、館員全員でこれを利用することに

した。パソコンは現在5台が相互に接続され、2台のプリンタを共有している。また、情報

センターとプロバイダ委託契約をむすび、ダイヤルアップル
ータを導入、1999年4月、西

宮市立郷土資料館 on The Webとして、正式にウェブサイトを開設した。(1999年12月27日)

平成12年度行事のおしらせ

西宮市立郷土資料館では、平成12年度に次のような行事を予定しています。

展覧会

特別展 「西宮古地図大観」8月 5日l■l～9月10日(日)

同展関連ミニシンポジウム「慶長十年摂津国絵図をめぐって」9月 3日(日)(往

復はがきでの申し込みが必要です。電話でお問い合わせください)

企画陳列 「史料で20世紀を回顧する」 7月 4日ω
～7月23日(日)

企画陳列 「民具で20世紀を回顧する」 1月 9日ω
～3月25日(日)

戦時活資料展 8月 8日ω～8月20日(日)

歴史ハイキング

「大山崎の文化財をめぐる」 5月14日(日)阪急
「大山崎」午前10時集合 ・申し

込み不要

そのほか、歴史講座、親と子の郷土史講座などを予定しています。おさそい合わせのう

え、ご参加 ください。 くわしくは、西官市立郷土資料館 (電話番号0798-331298、

email = N M C 0 0 0 6 5 @ n i s h i . o r . j p )まで、お問い合わせ ください。インタ
ーネットでもくわし

い情報をご覧になることができます (URL=h t t pノ/www. n i s h i . o r . i p /～kyodo )。
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